
放
射
性
廃
棄
物
処
理
に
関
す
る

国
際
的
諸
問
題

去
る
一
九
七
九
年
十
二
月
一
日
、
同
志
社
大
学

丁
ー
モ
ス
ト
館
で
表
題
の
講
演
が
通
よ
、
藤
倉
皓

一
郎
教
授
(
法
学
部
)
、
司
会
、
西
岡
一
教
授

全
学
部
)
で
行
わ
れ
た
。

人
類
は
放
射
性
廃
乗
物
の
処
理
法
を
未
解
決
の

ま
ま
、
原
子
力
時
代
に
突
入
し
た
。
原
子
力
の
利

用
が
拡
大
き
れ
る
に
伴
い
、
こ
の
問
題
は
い
よ
い

よ
国
際
的
な
舞
台
に
引
き
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

九
O
 
S
 
.
ギ
フ
ォ
ー
ド
女
史
は
、
国
際
法
の
立
場

か
ら
こ
の
問
題
に
精
力
的
に
取
り
組
み
、
問
題
点

を
鋭
く
指
摘
し
て
高
い
評
価
を
得
て
い
る
0
 
ま

)し

九
、
前
ア
ー
モ
ス
ト
大
学
副
学
長
、
 
P
 
.
ギ
フ
ォ

ー
ド
夫
人
で
も
あ
る
0

「
石
油
資
源
は
有
限
」
の
認
襲
深
ま
り
、
各
国

で
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
原
子
力
に
た
よ
る
政
策
が
取
ら
れ

て
き
た
。
人
類
の
新
し
い
火
と
し
て
大
き
な
期
待
を

も
っ
て
迎
え
ら
れ
た
原
十
力
だ
が
、
今
日
、
原
子
炉

事
故
、
放
射
線
漏
洩
、
職
業
的
被
曝
、
遺
伝
的
影
粋

な
ど
の
問
題
が
あ
ら
た
め
て
浮
か
び
あ
が
り
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
政
策
全
体
の
見
直
し
を
せ
ま
ら
れ
て
い
る
状

況
に
あ
る
。
中
で
も
放
射
性
廃
棄
物
の
処
理
に
は
多

く
の
未
解
決
の
要
素
を
含
ん
で
い
る
。
私
は
、
国
際

法
の
立
場
か
ら
こ
の
問
題
を
研
究
し
て
来
九
が
、
こ

こ
で
は
現
在
の
問
題
点
に
つ
い
て
述
べ
よ
う
。

放
射
性
廃
棄
物
処
理
の
重
要
性
は
、
一
九
四
二

年
、
人
類
が
核
分
裂
に
成
功
し
た
と
き
か
ら
需
さ

れ
て
い
た
が
、
殆
ど
合
理
的
な
解
決
法
を
見
出
せ
な

い
ま
ま
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
経

済
的
、
政
治
的
、
あ
る
い
は
技
術
的
な
楽
観
主
義
が

挙
げ
ら
れ
る
。
ワ
シ
ン
ト
ン
の
{
昌
僚
の
優
柔
不
断
が

原
因
と
す
る
批
判
も
米
国
に
あ
る
。
一
九
五
三
年
、

ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
1
大
統
領
に
ょ
る
原
子
力
平
和
利
用

ソ
ヤ
ー
リ
ー
.
ギ
フ
ォ
ー

推
進
政
策
に
対
し
て
「
原
子
力
の
安
全
性
と
放
射
線

障
害
の
防
御
の
九
め
の
国
際
機
関
を
つ
く
る
べ
き

だ
」
と
勧
告
が
な
さ
れ
九
。
こ
れ
に
基
き
国
際
原
子

力
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
安
全
性
の
検
査
と
平
和
目

的
以
外
の
使
用
へ
の
監
視
を
行
う
こ
と
が
立
法
化
さ

れ
九
。
ウ
ィ
ー
ン
に
設
置
さ
れ
た
こ
の
委
員
会
は
、

研
究
用
実
験
炉
、
発
電
炉
、
さ
ら
に
再
処
理
に
お
け

る
安
全
性
の
問
題
を
扱
う
こ
と
と
な
っ
九
。
そ
れ
ま

で
の
経
験
を
生
か
せ
ば
、
原
子
力
開
発
に
伴
う
種
々

の
問
題
が
解
決
で
き
る
と
思
わ
れ
九
。
し
か
し
、
一

九
五
九
年
、
イ
ン
ド
は
こ
の
方
策
を
拒
否
し
た
。
そ

の
言
い
分
は
、
「
原
子
力
先
進
国
で
は
、
こ
れ
ま
で

非
公
開
で
あ
り
な
が
ら
、
開
発
途
上
国
に
対
し
公
開

を
義
務
づ
け
監
視
し
よ
う
と
す
る
の
は
不
公
平
で
あ

る
し
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
九
め
、
原
子
力
開
窕

は
各
国
の
そ
れ
ぞ
れ
の
や
り
方
で
行
わ
れ
て
来
た
。

米
国
で
は
原
子
力
委
員
会
(
A
E
C
)
が
置
か
れ

開
発
と
規
制
を
同
時
に
担
当
し
た
。
元
来
、
原
子
力

の
研
究
は
、
軍
事
目
的
か
ら
出
発
し
て
お
り
、
非
公

開
が
原
則
で
あ
っ
た
の
で
、
研
究
成
果
は
発
表
さ
れ

な
か
っ
た
。
こ
の
九
め
、
軍
事
利
用
で
得
九
研
究
情

報
が
平
和
利
用
に
活
用
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。

特
に
原
爆
実
験
で
知
り
得
た
放
射
性
廃
棄
物
処
理
に

関
す
る
情
報
は
産
業
界
へ
は
流
れ
な
か
っ
九
。
一
九
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七
六
年
に
な
っ
て
、
弁
撃
の
ウ
ォ
ー
シ
ュ
が
法
律

の
立
場
か
ら
放
射
性
廃
簗
物
処
理
に
関
す
る
書
を
あ

ら
わ
し
、
軍
部
と
産
業
問
に
相
亙
の
理
解
、
経
験
の

交
流
が
な
い
点
を
指
抽
し
た
。
一
九
七
四
年
に
マ
サ

チ
ユ
ー
セ
ッ
ツ
エ
大
の
 
6
0
月
ゆ
昔
 
m
含
含
牙
一
と
い

う
グ
ル
ー
プ
が
出
版
し
た
本
に
は
、
放
射
性
騰
棄
物

の
問
題
は
、
ウ
ラ
ン
鉱
石
を
掘
り
出
し
、
製
練
し
、

炉
で
燃
焼
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
得
る
ま
で
の
各
段
階

で
つ
き
ま
と
っ
て
い
る
、
と
指
摘
し
た
。

こ
れ
ら
の
本
は
原
子
力
の
安
全
性
に
対
す
る
世
論

を
高
め
た
。
 
A
E
C
が
こ
れ
ま
で
安
全
性
よ
り
開
発

の
面
を
優
先
さ
せ
て
い
九
こ
と
が
浮
き
ぽ
り
に
さ
れ

批
判
が
高
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
A
E
C
を

開
発
と
規
制
の
二
つ
の
機
能
に
分
け
る
こ
と
に
な
っ

た
。
同
様
の
こ
と
は
国
際
原
子
力
委
員
会
に
も
指
摘

さ
れ
る
。
例
え
ぱ
安
全
管
理
の
検
査
官
を
置
く
こ
と

が
規
定
さ
れ
て
い
九
が
、
実
際
に
は
そ
の
よ
う
な
検

査
員
が
任
命
さ
れ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
又
、
廃
簗

物
処
理
の
輩
を
定
め
る
べ
き
だ
と
さ
れ
て
い
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
何
ら
の
措
置
も
と
ら
れ
な
か
っ

た
。
国
際
原
子
力
委
員
会
で
も
最
近
に
な
っ
て
よ
う

や
く
、
こ
れ
ま
で
の
怠
慢
、
欠
陥
を
是
正
す
る
動
き

が
見
ら
れ
る
。

一
九
七
九
年
の
『
サ
イ
エ
ン
ス
』
の
論
文
は
、
米

国
に
お
け
る
放
射
性
廃
棄
物
の
対
策
が
一
貫
し
て
い

な
い
こ
と
を
指
摘
し
た
。
世
剪
高
ま
り
を
背
景
に

カ
ー
タ
ー
大
統
領
は
こ
の
問
題
を
調
査
す
る
九
め
に

新
し
い
委
員
会
を
組
織
し
た
。
そ
の
枇
成
は
エ
ネ
ル

ギ
ー
局
長
を
委
員
長
と
し
、
政
府
の
殆
ど
全
て
の
省

庁
と
そ
の
諮
問
機
関
を
包
含
す
る
一
四
の
関
係
機
関

が
下
部
組
織
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
も
こ
の
委
員
会

に
は
、
科
学
者
、
技
術
者
、
さ
ら
に
環
境
保
需
者

な
ど
も
出
席
し
、
い
ろ
い
ろ
な
立
場
の
意
見
が
反
映

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、

こ
の
問
題
が
い
か
に
複
雑
で
拡
が
り
を
持
っ
て
い
る

か
が
推
定
で
き
よ
う
。
米
国
の
原
子
力
問
題
の
中
で

こ
こ
で
籾
め
て
世
論
が
反
映
す
る
こ
と
に
な
っ
九
。

こ
こ
か
ら
出
さ
れ
た
報
告
書
に
も
、
こ
れ
ま
で
の
放

射
性
廃
棄
物
の
管
理
・
処
理
・
利
用
に
お
い
て
各
分

野
の
知
識
の
相
亙
利
用
が
非
常
に
不
十
分
で
あ
る
こ

と
を
指
摘
し
、
そ
れ
に
導
入
さ
れ
た
関
係
予
算
の
額

が
極
め
て
少
な
か
っ
た
こ
と
を
批
判
し
て
い
る
。

次
に
放
射
性
廃
棄
物
の
処
理
方
法
に
関
す
る
問
題

点
を
述
べ
よ
う
。
原
子
炉
内
の
核
分
裂
に
よ
り
生
成

す
る
各
種
の
放
射
性
物
質
は
、
そ
の
放
射
能
の
レ
ベ

ル
に
ょ
っ
て
三
段
階
に
別
け
ら
れ
て
い
る
。
非
常
に

放
射
能
の
高
い
も
の
、
中
程
度
の
も
の
、
更
に
比
較

的
低
い
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
国
際
原
子
力

委
員
会
で
各
国
の
科
学
者
が
謎
論
を
重
ね
て
来
た

が
、
今
だ
に
何
が
高
で
あ
り
、
何
が
中
で
何
が
低
レ

ベ
ル
か
の
基
準
に
つ
い
て
、
見
解
が
一
致
し
て
い
な

い
の
が
現
状
で
あ
る
。

比
較
的
低
い
レ
ベ
ル
の
放
射
性
廃
棄
物
、
例
え
ば

原
子
力
研
究
所
な
ど
で
放
射
性
を
帯
び
た
容
器
や
衣

服
は
浅
い
土
地
に
埋
め
て
処
理
さ
れ
て
き
た
。
し
か

し
報
告
書
に
ょ
れ
ば
、
過
去
三
十
年
間
の
こ
れ
ら
の
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処
理
、
廃
棄
は
極
め
て
不
充
分
で
あ
っ
た
こ
と
が
指

摘
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
は
容
器
に
入
れ

て
海
洋
に
投
棄
す
る
方
法
が
と
ら
れ
て
き
九
。
米
国

で
は
一
九
七
0
年
ま
で
に
十
一
の
海
洋
投
棄
区
域
が

あ
っ
た
が
、
現
在
で
は
閉
鎖
さ
れ
て
い
る
。
英
国
の

五
0
0
マ
イ
ル
ほ
ど
南
の
大
西
洋
に
投
棄
区
域
が
あ

つ
て
五
力
国
が
投
棄
し
て
来
た
。
こ
の
海
底
で
容
器

に
ど
ん
な
変
化
が
起
こ
っ
て
い
る
か
に
つ
い
て
の
科

学
調
査
は
こ
れ
ま
で
全
く
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た

が
、
最
近
よ
う
や
く
十
五
年
前
の
容
器
に
つ
い
て
環

境
保
護
庁
が
調
査
を
開
始
し
た
。

一
九
六
0
年
代
の
後
半
か
ら
の
環
境
問
題
に
対
す

る
世
論
の
高
ま
り
は
、
放
射
性
廃
棄
物
の
海
洋
投
棄

に
対
し
て
も
大
き
な
反
対
運
動
と
な
っ
て
現
わ
れ

た
。
米
国
政
府
は
今
度
は
、
陸
上
に
八
力
所
の
投
棄

区
域
を
認
め
た
が
、
事
前
の
環
境
、
地
質
調
査
が
不

充
分
だ
っ
突
め
に
数
力
所
で
放
射
性
物
質
が
徐
々

に
漏
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。
現
在
米
国

内
で
投
棄
が
可
能
な
区
域
は
二
力
所
に
過
ぎ
な
い
。

一
般
に
最
も
望
ま
し
い
処
理
方
法
と
は
、
地
球
外

へ
放
出
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
放
射
性
廃
棄
物
を
口

ケ
ッ
ト
に
つ
め
、
地
球
の
周
囲
軌
道
に
の
せ
る
、
あ

る
い
は
太
陽
の
引
力
を
利
用
し
て
地
球
の
圏
外
へ
放

出
す
る
、
な
ど
で
あ
る
。
こ
の
方
法
の
問
題
点
は
、

非
常
に
高
価
で
あ
る
こ
と
以
外
に
ロ
ケ
ッ
ト
打
ち
上

げ
の
際
に
事
故
が
起
る
可
能
性
を
否
定
で
き
な
い
こ

と
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
事
故
が
起
こ
れ
ば
、
高
い

放
射
能
で
汚
染
さ
れ
る
地
区
が
生
じ
、
重
大
な
障
害

が
予
想
さ
れ
る
。
従
っ
て
理
論
的
に
可
能
で
も
こ
れ

ま
で
試
み
ら
れ
九
こ
と
は
な
い
。
高
レ
ベ
ル
の
廃
棄

物
を
北
極
ま
九
は
南
極
の
氷
山
に
捨
て
る
方
法
も
考

え
ら
れ
た
が
、
国
際
協
約
は
両
極
に
放
射
性
物
質
を

持
ち
込
む
こ
と
を
禁
じ
て
い
る
。
さ
ら
に
火
山
活
動

の
マ
グ
マ
に
注
入
す
る
処
理
法
も
考
え
ら
れ
た
が
、

放
射
能
の
拡
散
経
路
の
予
測
が
困
難
で
あ
る
な
ど
の

理
由
で
実
現
し
な
い
。
最
後
の
方
法
と
し
て
は
廃
棄

物
を
再
び
原
子
炉
中
に
入
れ
て
原
子
核
変
換
を
さ
せ

る
の
だ
が
、
こ
れ
は
ま
だ
現
実
で
は
な
い
。

現
在
、
米
国
の
環
境
保
護
庁
は
放
射
性
廃
棄
物
の

放
射
能
が
半
減
す
る
ま
で
容
器
の
中
に
と
じ
込
め
る

方
針
で
あ
る
。
放
射
性
廃
棄
物
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
容

器
中
に
入
れ
深
い
坑
内
に
投
棄
す
る
も
の
で
あ
る
。

カ
ナ
ダ
で
は
、
高
レ
ベ
ル
の
放
射
性
廃
棄
物
を
特
別

に
作
ら
れ
九
建
築
物
中
に
保
存
す
る
と
と
を
考
え
て

い
る
。
ソ
連
で
は
廃
棄
物
を
一
定
箇
所
に
集
中
し
て

陸
上
で
処
理
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
る
。
英
国
は
放

射
性
廃
棄
物
の
海
洋
投
棄
の
最
大
国
で
あ
り
、
日
本

も
又
、
何
千
マ
イ
ル
も
放
射
性
物
質
を
運
ん
で
海
洋

投
棄
を
行
っ
て
い
る
。
問
題
解
決
の
た
め
国
際
原
子

力
委
員
会
は
各
国
か
ら
の
放
射
性
廃
棄
物
を
国
際
的

に
登
録
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
た
が
、
こ
こ
で
も

軍
事
機
密
に
触
れ
る
な
ど
の
理
由
で
主
要
国
の
反
対

を
受
け
て
い
る
。

結
論
的
に
は
、
現
時
点
で
本
当
の
意
味
で
の
処
理

法
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
技
術
的
に
こ
れ
を

解
決
す
る
に
は
な
お
二
十
年
以
上
の
研
究
と
莫
大
な

研
究
費
が
必
要
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

ス
リ
ー
マ
イ
ル
島
の
事
故
の
洲
査
報
告
書
に
ょ
れ

ぱ
、
原
因
は
技
術
よ
り
人
間
的
な
要
因
に
も
と
づ
い

て
い
る
こ
と
、
「
原
子
力
は
本
質
的
に
危
険
な
も
の

で
あ
る
し
と
い
う
原
則
に
従
い
制
度
や
組
織
を
変
え

る
べ
き
だ
と
指
摘
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
中
で
、

事
故
で
生
じ
た
放
射
性
廃
棄
物
に
つ
い
て
全
く
触
れ

ら
れ
て
い
な
い
。
そ
の
処
理
に
は
、
十
億
か
ら
二
十

億
ド
ル
か
か
る
と
見
積
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
が
誰

の
負
担
に
な
る
の
か
。
電
力
会
社
か
、
最
終
的
に
消

費
者
か
と
い
う
問
題
も
残
さ
れ
九
ま
ま
で
あ
る
。

放
射
性
廃
棄
物
の
問
題
は
緊
急
に
解
決
す
べ
き
事

柄
で
あ
る
こ
と
は
も
は
や
誰
の
目
に
も
明
ら
か
で
あ

り
、
そ
の
た
め
に
は
世
界
各
国
の
協
力
が
何
よ
り
も

必
要
で
あ
る
。

(
文
責
西
岡
一
)
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同
志
社
大
学
新
町
校
舎
に
お
い
て
、
十
一
月
二
三

t
二
五
日
の
三
日
閲
J
A
L
T
 
(
〕
§
⇔
ン
誘
0
含
・

N
弐
0
=
 
0
{
一
曾
如
長
伽
ゆ
↓
ゆ
曾
ず
ゆ
誘
)
の
年
次
大
会

で
初
の
国
際
大
会
で
あ
る
〆
豊
儀
長
如
ゆ
↓
食
6
寡
品

一
口
〕
§
口
,
這
(
昌
一
〕
ξ
ゆ
)
が
行
な
わ
れ
た
。

J
A
L
T
は
、
日
本
に
お
け
る
語
学
教
育
の
向
上

を
目
的
と
し
、
一
九
七
五
年
外
国
人
教
師
を
中
心

に
発
足
し
た
。
世
界
最
大
の
英
語
教
育
者
の
学
会

↓
尻
9
の
支
部
と
し
て
急
速
な
発
展
を
遂
げ
、
現

在
全
国
に
七
支
部
を
有
し
、
さ
ら
に
三
ケ
所
と
ハ
ワ

イ
に
支
部
が
出
来
つ
つ
ぁ
る
。

会
員
数
は
約
千
百
名
で
、
半
分
が
日
本
人
、
他
は

十
五
t
十
六
ケ
国
か
ら
の
外
国
人
で
あ
る
。
英
語
教

師
(
四
割
が
中
・
高
・
大
)
が
八
割
で
あ
る
が
、
数

ケ
国
語
の
教
師
や
学
生
等
も
い
る
。

年
に
六
?
七
0
回
行
な
わ
れ
る
支
部
研
究
会
で
、

新
し
い
教
授
法
や
有
益
な
技
法
を
紹
介
し
て
い
る
。

海
外
よ
り
講
師
を
招
い
た
り
、
教
員
養
成
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
行
な
う
。
毎
月
英
文
二
八
頁
の
ニ
ユ
ー
ス
レ
タ

ー
に
ょ
り
海
外
の
新
し
い
動
向
や
情
報
を
提
供
す

る
。
研
究
助
成
金
制
度
、
年
二
回
の
英
文
紀
要
の
発

行
も
あ
る
。

同
志
社
は
J
A
L
T
と
関
係
が
深
く
、
同
志
社
で

英
語
を
教
え
る
者
の
う
ち
三
十
名
程
が
会
員
で
あ

る
。
関
西
支
部
の
研
究
会
を
伺
志
社
大
学
や
女
子
大

学
で
行
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
咋
年
五
月
よ
り
毎
月

T
E
S
 
(
↓
魯
0
三
=
叫
団
口
如
=
m
ず
昔
仂
0
ず
8
-
m
 
m
や
ゆ
・

0
区
一
ヨ
ゆ
区
 
9
0
后
m
)
の
研
究
会
も
小
田
・
宮
本

先
生
を
中
心
に
同
志
社
大
学
で
行
な
わ
れ
て
い
る
。

L
T
}
は
、
他
の
英
語
教
育
学
会
と
異
な
る
点

が
い
く
つ
か
あ
っ
九
と
思
う
。

第
一
は
国
際
色
豊
か
な
こ
と
で
、
五
百
三
十
名
の

参
加
者
の
約
六
割
は
外
国
人
で
、
海
外
か
ら
の
参
会

者
も
十
名
程
い
た
。
そ
れ
で
、
案
内
、
掲
示
等
す
べ

て
が
英
語
で
行
な
わ
れ
た
。

第
二
は
欧
米
の
学
会
形
式
を
取
り
、
一
日
目
は
ワ

ー
ク
シ
,
ツ
プ
と
ミ
ニ
コ
ー
ス
の
み
が
行
な
わ
れ
、

本
大
会
は
二
四
日
、
会
長
の
大
阪
外
大
客
員
教
授
ト

ー
マ
ス
・
ペ
ン
ダ
ー
ガ
ス
ト
先
生
と
上
野
総
長
の
流

暢
な
英
語
の
挨
拶
で
始
ま
っ
た
。

第
三
は
実
践
面
が
重
ん
じ
ら
れ
、
研
究
発
表
の
み

で
な
く
、
日
頃
苦
心
し
て
開
発
さ
れ
た
技
法
や
、
新

教
授
法
と
そ
の
応
用
の
モ
デ
ル
授
業
の
よ
う
な
も
の

が
多
く
、
教
員
養
成
の
色
彩
が
強
い
。

第
四
は
情
報
が
多
い
こ
と
で
あ
る
。
九
十
頁
余
り

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
、
地
図
、
同
志
社
の
歴
史
や
写

寅
へ
ス
ケ
ジ
ユ
ー
ル
、
発
表
要
項
、
発
表
者
の
経
歴
、
レ

ス
ト
ラ
ン
の
案
内
等
必
要
な
情
報
が
載
っ
て
い
九
。

.^.^^^^^
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(
大
学
商
学
部
専
任
講
師
)

晦

、

、

解
、
四
文
法
、
国
読
解
と
文
学
教
授
で
あ
っ
た
。

今
大
会
の
ユ
ニ
】
ク
性
は
、
 
e
t
国
で
あ
ろ
う
0

数
多
く
の
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
だ
技
法
が
紹
介
さ

れ
た
。
聴
解
は
今
と
て
も
ブ
ー
ム
で
多
く
の
外
国
人

教
師
の
人
気
が
あ
っ
九
。

新
教
授
法
は
七
十
年
代
に
な
っ
て
世
界
の
注
目
を

集
め
て
い
る
サ
イ
レ
ン
ト
・
ウ
エ
イ
、
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
・
一
フ
ー
ニ
ン
グ
/
コ
ミ
ユ
ニ
テ
ィ
・
一
フ
ン
ゲ
ー

ジ
・
一
フ
ー
ニ
ン
グ
、
ト
ー
タ
ル
・
フ
ィ
ジ
カ
ル
、
レ

ス
ポ
ン
ス
、
コ
ン
プ
リ
ヘ
ン
シ
ョ
ン
・
メ
ソ
ー
ド
、

ド
ラ
マ
・
メ
ソ
ー
ド
が
主
な
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
の
教
授
法
の
特
徴
は
、
佃
知
的
、
情
緒

的
、
身
体
的
に
喜
と
取
り
組
む
。
⇔
帰
納
的
な
方

法
よ
り
嘉
を
学
習
す
る
。
働
母
国
語
と
は
異
な
る

習
得
方
法
を
考
慮
す
る
。
四
学
習
者
が
自
ら
間
違
い

を
訂
正
す
る
0
 
国
初
歩
の
段
階
か
ら
コ
ミ
ユ
ニ
ケ
】

ト
す
る
。
因
学
習
者
中
心
の
教
育
で
、
学
習
者
同
士

が
共
同
で
学
習
す
る
意
識
を
高
め
る
。
田
創
始
者
の

ほ
と
ん
ど
が
言
語
学
者
で
な
い
。
⑳
嘉
よ
り
学
習

過
程
が
注
昌
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
新
し
い
教
授
法
を
理
解
す
る
最
良
の
方

法
は
、
教
師
自
身
が
こ
れ
ら
の
教
授
法
で
未
知
の
一
言

語
を
学
ん
で
み
る
こ
と
で
、
よ
く
理
解
す
る
と
、
ク

ラ
ス
へ
の
応
用
の
可
能
性
は
無
限
に
あ
る
と
思
う
。

今
大
会
の
ゲ
ス
ト
・
ス
ピ
ー
カ
ー
は
、
ニ
ユ
ー
ハ

ン
プ
シ
ャ
ー
大
学
の
力
ー
ル
・
デ
ィ
ラ
ー
博
士
で
、

神
経
喜
学
の
立
場
か
ら
聴
解
と
発
話
の
指
導
に
関

す
る
講
演
が
あ
っ
九
。

七
十
四
人
の
発
表
者
の
内
、
一
干
二
人
が
日
本
人
、

三
十
人
程
が
大
学
教
員
で
、
十
名
が
同
志
社
の
教
員

で
あ
っ
九
。
発
表
は
大
き
く
分
け
る
と
、
 
H
語
学
ク

ラ
ス
に
お
け
る
活
動
や
技
法
、
⇔
新
教
授
法
、
国
聴

,

多
く
の
発
表
が
、
数
多
く
の
教
育
機
器
を
利
用
し

て
巧
み
に
な
さ
れ
て
い
九
。
そ
の
使
用
は
ク
ラ
ス
を

よ
り
立
体
的
に
し
、
効
果
も
あ
が
る
。
と
く
に
ビ
デ

オ
テ
ー
プ
の
上
手
な
使
用
は
研
究
に
値
す
る
。

教
材
研
究
も
熱
心
で
、
同
志
社
大
学
の
岡
田
先
生

達
の
開
発
し
た
L
L
教
材
及
び
テ
ィ
ラ
ー
先
生
達
の

英
作
文
テ
キ
ス
ト
に
関
す
る
発
表
も
あ
っ
た
。

そ
の
他
に
、
松
本
道
弘
氏
の
異
文
化
間
コ
ミ
ユ
ニ

ケ
ー
シ
,
ン
や
同
志
社
大
学
や
女
子
大
学
教
員
に
ょ

る
日
本
の
英
語
教
育
の
現
状
に
関
す
る
発
表
が
あ
っ

九
の
も
本
大
会
の
特
徴
で
あ
ろ
う
。

。
ハ
ー
テ
ィ
ー
等
の
社
一
父
h
事
も
あ
り
、
多
く
の
語

学
教
師
が
知
り
合
い
、
友
情
が
芽
ぱ
え
九
。
こ
の
友

情
は
北
海
道
や
沖
縄
ま
で
、
日
本
の
隅
々
ま
で
、
さ

ら
に
海
外
に
ま
で
広
が
り
、
今
後
の
幅
広
い
活
動
が

期
待
さ
れ
る
。

今
大
会
は
、
浜
田
公
一
先
生
を
中
心
に
、
英
語

英
文
学
科
と
商
学
部
の
教
員
及
び
J
A
L
T
の
委
員

に
ょ
り
行
な
わ
れ
た
。
さ
ら
に
、
全
同
志
社
の
英
語

教
員
の
懇
談
会
の
お
か
げ
で
、
全
同
志
社
の
英
語
教

員
の
協
力
が
あ
り
、
多
く
の
参
会
者
は
満
足
し
、
同

志
社
が
語
学
教
育
向
上
の
九
め
に
貢
献
で
き
た
こ
と

を
嬉
し
く
思
う
。

・ディラー博士ゲスト.スピーカーの力ール
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咋
年
の
秋
、
私
は
英
国
ウ
エ
ー
ル
ズ
の
バ
ン
ゴ
ー

ル
に
あ
る
ノ
ー
ス
ウ
エ
ー
ル
ズ
大
学
に
数
週
間
滞
在

す
る
機
会
が
あ
っ
九
。
ラ
グ
ビ
ー
フ
ァ
ン
の
私
は
生

化
学
教
授
エ
ン
バ
ス
博
士
に
「
良
い
機
会
だ
か
ら
是

非
本
場
の
ラ
グ
ビ
ー
を
見
九
い
。
一
つ
宣
敷
く
。
し
と

頼
む
と
、
こ
れ
ま
九
ラ
グ
ビ
ー
フ
ァ
ン
の
教
授
は

「
よ
ろ
し
い
。
ま
か
せ
と
け
。
」
と
い
う
具
合
で
、
早

速
私
を
大
学
の
グ
ラ
ン
ド
に
連
れ
て
行
っ
て
ラ
グ
ビ

1
部
監
督
の
グ
レ
イ
氏
に
紹
介
し
て
下
さ
っ
九
。
彼

は
往
年
の
ウ
エ
ー
ル
ズ
代
表
選
手
と
し
て
活
躍
し
た

人
で
、
早
速
「
明
日
こ
こ
か
ら
車
で
一
時
間
程
は
な

れ
た
り
】
ル
の
町
で
大
学
対
抗
戦
が
あ
る
か
ら
、
私

の
車
で
一
緒
に
行
こ
う
。
」
と
話
は
ト
ン
ト
ン
拍
子

に
き
ま
っ
九
。
彼
は
大
学
の
体
育
の
先
生
で
、
日
本

の
ラ
グ
ビ
ー
に
つ
い
て
も
か
な
り
詳
し
く
、
勿
論
、

同
志
社
の
名
前
も
知
っ
て
い
た
。
ゲ
ー
ム
は
緑
し
九

た
る
美
し
い
口
ー
ン
の
グ
ラ
ン
ド
で
行
わ
れ
た
が
、

私
は
こ
ん
な
良
い
環
境
で
ゲ
ー
ム
を
や
れ
ぱ
怪
我
も

せ
ず
、
さ
ぞ
快
適
だ
ろ
う
と
思
っ
九
。
そ
こ
で
活
気

縊
れ
る
好
ゲ
】
ム
が
展
開
さ
れ
、
私
は
充
分
満
足
で

あ
っ
九
。
試
合
後
、
ラ
グ
ビ
ー
協
会
の
人
々
に
も
紹

介
さ
れ
、
ビ
ー
ル
を
飲
み
な
が
ら
誠
に
楽
し
い
歓
談

の
時
を
持
っ
た
の
で
あ
る
。
考
え
て
み
る
と
、
こ
の

よ
う
な
愉
快
な
経
験
も
私
が
ラ
グ
ビ
ー
フ
ァ
ン
で
あ

れ
ぱ
こ
そ
の
こ
と
で
、
改
め
て
身
の
幸
を
感
じ
た
次

第
で
あ
る
。

同
志
社
ラ
グ
ビ
ー
は
昭
和
五
六
年
で
創
部
七
0
周

年
を
迎
え
る
が
、
そ
の
間
行
わ
れ
た
数
多
く
の
国
際

試
合
を
通
じ
て
同
志
社
の
驍
名
は
海
外
に
も
紹
介
さ

れ
、
同
時
に
国
際
親
善
の
成
果
を
大
い
に
上
げ
て
き

九
の
で
あ
る
。
同
志
社
に
は
数
多
く
の
ス
ポ
ー
ツ
部

が
あ
る
が
国
際
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
の
実
績
を
考
え
る

と
ラ
グ
ビ
ー
は
そ
の
最
右
獎
に
位
す
る
も
の
で
あ
ろ

一
つ
0

日
本
の
ラ
グ
ビ
ー
界
の
発
展
に
忘
れ
て
は
な
ら
な

い
の
は
外
人
ク
ラ
ブ
の
存
在
で
あ
る
。
神
戸
と
横
浜

に
そ
れ
ぞ
れ
チ
ー
ム
が
あ
っ
て
、
慶
応
、
三
高
、
同

志
社
は
外
人
の
胸
を
借
り
て
本
場
の
技
術
の
習
得
に

務
め
九
の
で
あ
る
。
同
志
社
と
神
戸
外
人
と
の
一
回

戦
は
大
正
二
年
一
月
一
八
日
に
神
戸
の
東
遊
園
地
で

行
わ
れ
九
。
ゲ
ー
ム
は
一
八
1
三
で
破
れ
は
し
た
も

の
の
、
同
志
社
が
誇
る
名
ウ
4
ン
グ
大
脇
順
路
は
快

足
よ
く
左
隅
に
ト
ラ
イ
を
あ
げ
、
文
字
通
り
一
矢
を

報
い
た
の
で
あ
る
。
実
は
こ
の
ト
ラ
イ
は
邦
人
チ
ー

ム
が
外
人
チ
ー
ム
と
対
戦
し
て
始
め
て
あ
げ
九
も
の

で
歴
史
的
な
ト
ラ
イ
で
あ
っ
た
。
由
来
、
外
人
チ
ー

ム
は
敵
に
ト
ラ
イ
を
許
す
こ
と
に
対
し
、
か
な
り
強

い
抵
抗
感
を
持
ち
、
廉
恥
の
情
を
持
つ
よ
う
で
あ

ラグビーと国際親善

デントン先生とラグビ
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て
左
隅
に
ト
ラ
イ
す
。
け
だ
し
此
の
地
に
於
け
る
本

邦
人
と
し
て
の
始
め
て
の
ト
ラ
イ
に
し
て
、
い
さ
さ

か
我
軍
翁
と
す
る
に
足
る
も
の
な
り
。
し
と
記
し
、

誠
に
意
気
軒
昂
九
る
も
の
が
あ
っ
九
。
外
人
戦
で
の

楽
し
み
は
、
そ
の
頃
ま
だ
数
少
な
か
っ
た
口
ー
ン
で

試
合
が
で
き
る
こ
と
で
、
試
合
後
の
パ
】
テ
ィ
で
は

お
い
し
い
ケ
】
キ
の
ど
馳
走
に
あ
づ
か
れ
る
の
も
大

き
な
魅
力
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
キ
ャ
プ
テ
ン
は
英
語

で
り
セ
プ
シ
"
ン
の
挨
拶
を
や
り
、
英
語
に
強
い
ラ

ガ
ー
メ
ン
は
自
由
に
外
人
と
歓
談
し
た
と
い
う
。

さ
て
、
英
字
新
聞
ク
ロ
ニ
ク
ル
の
記
事
を
読
ん
で

心
か
ら
快
哉
を
叫
ん
だ
一
人
の
外
人
女
性
が
い
た
。

こ
の
人
こ
そ
同
志
社
女
子
部
の
名
物
女
傑
デ
ン
ト
ン

先
生
で
あ
っ
た
。
先
生
は
お
料
理
が
専
門
、
早
速
部

員
を
デ
ン
ト
ン
ハ
ウ
ス
に
招
待
し
て
、
先
生
お
得
意

の
手
料
理
の
ど
馳
走
で
労
を
ね
ぎ
ら
っ
て
下
さ
っ
た

の
で
あ
る
。
あ
の
古
ぽ
け
た
木
造
の
デ
ン
ト
ン
ハ
ウ

ス
に
ラ
ガ
ー
メ
ン
が
招
待
さ
れ
て
先
生
と
親
し
く
ラ

グ
ビ
】
の
こ
と
を
語
り
合
っ
て
い
る
姿
を
想
像
す
る

だ
け
で
も
愉
快
に
な
っ
て
く
る
。
私
は
か
つ
て
、
す

で
に
故
人
に
な
ら
れ
九
初
代
キ
ャ
プ
テ
ン
広
岡
久
右

衛
門
翁
に
お
目
に
か
か
っ
て
当
時
の
こ
と
を
お
伺
い

し
た
こ
と
が
あ
る
が
、
翁
は
デ
ン
ト
ン
ハ
ウ
ス
で
の

リ
セ
プ
シ
,
ン
の
こ
と
を
ま
る
で
昨
日
の
こ
と
の
様

る
。
翌
一
月
一
九
日
付
の
英
字
新
聞
ク
ロ
ニ
ク
ル
の

記
者
は
「
同
志
社
チ
ー
ム
の
快
挙
に
ケ
チ
を
つ
け
る

つ
も
り
は
な
い
が
、
や
ら
ず
も
が
な
の
ト
ラ
イ
だ
っ

た
。
」
と
悔
し
が
っ
て
い
る
。
日
頃
、
胸
を
借
し
て

い
る
相
手
に
一
木
と
ら
れ
て
余
程
残
念
だ
っ
九
の
で

あ
ろ
う
。
一
方
、
当
時
の
同
志
社
時
報
は
「
ス
ク
ラ

ム
の
球
は
見
事
わ
が
ハ
ー
フ
に
渡
り
、
大
脇
、
ハ
ー

フ
よ
り
パ
ス
を
受
け
て
突
進
開
戦
二
十
分
に
し

に
目
を
輝
か
せ
て
話
し
て
往
時
を
懐
し
が
っ
て
お
ら

れ
た
。
デ
ン
ト
ン
先
生
は
大
変
な
誓
家
で
あ
っ
九

と
聞
い
て
い
る
が
、
ク
ロ
ニ
ク
ル
に
掲
載
さ
れ
た
ラ

グ
ビ
】
の
記
事
ま
で
読
ん
で
お
ら
れ
た
の
は
誠
に
驚

き
で
あ
る
。
そ
し
て
先
生
は
恐
ら
く
ラ
グ
ビ
ー
に
関

し
て
何
の
知
識
も
お
持
ち
で
な
か
っ
九
と
想
像
さ
れ

る
が
、
「
同
志
社
ボ
ー
イ
ズ
た
ち
良
く
や
っ
九
。
」
と
い

う
温
か
い
気
持
だ
け
で
ど
招
待
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ

う
。
こ
の
あ
九
り
い
か
に
も
デ
ン
ト
ン
先
生
ら
し

く
、
先
生
の
=
圓
を
語
る
面
白
い
逸
話
で
あ
る
と
思

う
。
私
は
こ
の
特
ダ
ネ
を
発
見
し
て
、
い
さ
さ
か
鼻

が
高
い
の
で
あ
る
。

そ
の
後
同
志
社
は
何
度
か
神
戸
外
人
戦
に
惜
敗

を
繰
り
返
し
て
い
た
が
、
大
正
五
年
二
月
の
試
合
で

は
一
四
1
0
で
完
勝
す
る
に
至
っ
九
。
こ
れ
は
邦
人

チ
ー
ム
が
神
戸
外
人
チ
ー
ム
を
破
っ
九
最
初
の
快
挙

で
あ
っ
九
。
明
治
の
日
本
が
「
お
雇
い
外
国
人
」
の

献
身
的
な
努
力
の
お
か
げ
で
近
代
化
に
成
功
し
九
よ

う
に
、
そ
の
後
の
同
志
社
ラ
グ
ビ
ー
発
展
の
素
地
は

こ
の
辺
で
養
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
同
志
社
を
愛
し
て

数
多
く
の
貢
献
を
さ
れ
た
デ
ン
ト
ン
先
生
が
同
志
社

ラ
グ
ビ
ー
の
発
展
に
も
尽
し
て
お
ら
れ
る
の
を
知
っ

て
心
温
ま
る
思
い
が
す
る
の
で
あ
る
。
(
大
学
工
学
部
教
授
)
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不
思
、
な
る
巡
遁

今
か
ら
思
え
ぱ
、
約
十
五
年
前
の
あ
る
秋
の
美
し

い
午
後
、
私
は
久
し
ぷ
り
に
バ
ー
ナ
ー
ド
・
リ
ー
チ

先
生
に
会
う
こ
と
が
で
き
た
。
昭
和
三
十
九
年
、
場

所
は
同
志
社
の
ア
ー
モ
ス
ト
館
の
ロ
ビ
ー
で
あ
っ

九
0
 
「
バ
ー
ナ
ー
ド
・
リ
ー
チ
に
聴
く
」
と
題
す
る

瑚
球
ア
ワ
1
で
、
集
ま
る
者
約
三
十
名
。
見
渡
す
と

こ
ろ
多
士
済
済
で
あ
っ
た
。
私
は
大
き
な
期
待
を
も

つ
て
こ
の
会
に
臨
ん
だ
。

か
つ
て
式
場
隆
三
郎
博
士
編
著
の
「
バ
ー
ナ
ー
ド
・

リ
ー
チ
」
と
い
う
分
厚
い
本
の
中
で
、
志
賀
直
哉
さ

ん
が
、
次
の
よ
う
に
一
言
っ
て
お
ら
れ
る
節
が
あ
る
。

「
リ
ー
チ
と
の
関
係
は
我
孫
子
に
住
ん
で
か
ら
で

そ
れ
も
常
に
柳
宗
悦
を
通
じ
て
の
も
の
で
、
余
り
深

く
は
な
い
が
、
リ
ー
チ
が
純
粋
な
気
持
の
人
で
あ
る

こ
と
は
よ
く
感
じ
ら
れ
た
。

リ
ー
チ
は
東
洋
の
も
の
を
ま
こ
と
に
ょ
く
理
解
し

た
。
鋭
く
、
素
直
に
。
殊
に
素
直
に
と
い
う
事
は
気

持
ち
が
よ
か
っ
た
。
所
謂
東
洋
好
き
、
東
洋
趣
味
の

人
は
少
く
な
い
が
、
リ
ー
チ
の
は
そ
の
範
囲
と
は
全

く
別
だ
っ
九
。
『
ハ
ー
ン
の
書
い
た
も
の
は
過
去
の

日
本
で
、
現
在
の
日
本
で
は
な
い
。
』
或
時
こ
ん
な

こ
と
を
言
っ
た
。
現
在
の
日
本
を
理
解
す
る
者
は
自

身
だ
と
い
う
口
吻
だ
っ
九
。
」

七
十
歳
を
は
る
か
に
超
え
ら
れ
た
り
ー
チ
先
生
は

や
さ
し
く
も
ま
た
犯
し
難
い
品
位
あ
る
風
貌
で
、
正

面
の
ソ
フ
ァ
ー
に
深
く
腰
を
か
け
、
少
し
前
か
が
み

西
邨
辰
三
郎

に
座
談
的
に
喋
ら
れ
九
。
内
容
は
、
「
西
洋
人
か
ら

観
た
東
洋
の
美
し
さ
」
と
い
う
よ
う
な
筋
の
通
っ
九

お
話
で
、
鈴
木
大
拙
や
柳
宗
悦
先
生
の
話
も
出
九
。

こ

私
ど
も
は
、
日
本
語
の
少
な
い
語
奨
で
、
却
っ
て
感

じ
が
圧
搾
さ
れ
て
出
て
く
る
よ
う
な
先
生
の
話
に
、

魅
了
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

瑚
緋
が
運
ぱ
れ
た
休
憩
の
一
時
、
私
は
先
生
の
前

に
ゅ
き
「
同
志
社
で
先
生
の
話
を
聴
く
の
は
は
じ
め

て
で
、
大
変
う
れ
し
く
思
い
ま
す
」
、
と
挨
拶
す
る

と
、
先
生
は
大
き
な
手
を
差
し
延
べ
て
、
「
ぽ
く
は

一
九
0
九
年
、
同
志
社
で
結
婚
式
を
挙
げ
ま
し
九
」

と
言
っ
て
、
堅
く
私
の
手
を
握
ら
れ
九
。
ま
た
私
が

柳
先
生
の
弟
子
だ
と
い
う
こ
と
を
知
ら
れ
た
先
生

は
、
莞
酌
と
し
て
、
「
あ
な
た
と
ぽ
く
は
友
達
」
と

も
言
っ
て
下
さ
っ
た
。

挨
拶
を
済
ま
せ
て
、
自
分
の
席
へ
戻
ろ
う
と
す
る

途
端
、
宗
教
同
志
会
で
親
し
い
相
国
寺
の
塔
頭
長
得

院
の
緒
方
宗
博
老
師
が
、
私
の
方
を
向
い
て
手
招
き

を
し
て
お
ら
れ
る
。
隣
り
が
空
い
て
い
る
か
ら
、
こ

ち
ら
へ
来
い
と
の
意
で
あ
る
。
私
は
老
師
の
友
情
を

謝
し
、
隣
り
の
席
へ
お
も
む
ろ
に
腰
を
お
ろ
し
た
。

す
る
と
老
師
は
「
こ
ん
な
席
で
失
礼
で
す
が
、
私

は
あ
な
九
の
奥
さ
ん
の
長
逝
を
心
か
ら
お
悔
み
し
ま

す
。
お
墓
は
ど
ち
ら
で
す
か
?
し
と
い
わ
れ
九
。
私
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は
即
刻
私
の
心
境
を
包
み
隠
す
こ
と
な
く
、
小
声
で

次
の
よ
う
に
述
べ
九
。
一
つ
に
は
悲
し
む
娘
た
ち
の

願
に
よ
っ
て
、
遺
骨
全
部
を
白
磁
の
壺
に
収
め
て
い

る
た
め
西
大
谷
の
西
邨
家
墓
地
に
は
収
納
し
き
れ
な

い
こ
と
、
二
に
は
私
が
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
あ
る
九

め
、
寺
に
納
め
る
こ
と
に
多
少
の
不
安
を
感
じ
て
い

る
こ
と
、
を
述
べ
九
。
す
る
と
老
師
は
そ
れ
こ
そ
即

座
に
、
「
長
得
院
に
来
ら
れ
て
は
ど
ぅ
で
す
か
」
と

お
っ
し
ゃ
つ
九
。

や
が
で
第
二
部
が
は
じ
ま
り
、
リ
ー
チ
先
生
と
会

衆
の
間
に
、
質
条
答
が
あ
っ
た
。
私
は
そ
れ
ら
の

話
を
き
き
な
が
ら
も
、
緒
方
老
師
の
問
に
答
え
る
ぺ

き
用
意
を
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
か
っ
た
。

会
が
終
る
と
、
り
】
チ
先
生
と
私
は
再
三
の
堅
い

握
手
を
交
わ
し
て
別
れ
、
緒
方
老
師
と
と
も
に
、
同

志
社
に
隣
接
す
る
相
国
寺
の
森
を
、
長
得
院
に
む
け

て
歩
い
て
い
た
。
老
師
は
言
わ
れ
た
。
「
私
は
余
り

仏
教
と
か
キ
リ
ス
ト
教
と
か
に
こ
だ
わ
っ
て
は
い
ま

せ
ん
。
ミ
ス
・
デ
ン
ト
ン
の
墓
も
長
得
院
に
あ
り
ま

す
。
九
だ
十
字
架
の
し
る
し
だ
け
は
、
デ
ン
ト
ン
さ

ん
を
除
き
し
て
い
た
だ
か
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
れ
で
ょ
け
れ
ば
墓
地
を
見
て
下
さ
い
。
」
と

言
わ
れ
た
。

室
町
時
代
、
足
利
義
満
の
発
願
に
よ
っ
て
創
設
さ

れ
た
相
国
寺
は
、
禅
宗
五
山
の
第
二
位
に
列
位
し
、

(
五
山
の
上
位
は
天
皇
の
建
立
で
あ
る
南
禅
寺
)
そ
の

貫
禄
を
尓
す
に
ふ
さ
わ
し
い
法
堂
は
、
厳
然
と
森

の
中
に
聳
え
て
い
る
。
戦
後
第
二
回
目
の
全
国
民
芸

大
会
は
、
こ
の
相
国
寺
の
方
丈
で
行
わ
れ
、
そ
こ
で

は
還
暦
を
迎
え
ら
れ
九
柳
先
生
が
「
美
の
法
門
」
と

題
す
る
訥
演
を
さ
れ
九
。
塔
頭
が
十
二
寺
あ
る
い
ち

ば
ん
北
寄
に
、
長
得
院
は
位
置
し
て
い
る
。
緒
方
老

師
は
博
学
の
名
僧
で
、
か
つ
て
は
ア
メ
リ
カ
の
シ
カ

ゴ
大
学
神
学
部
で
、
キ
リ
ス
ト
教
組
織
神
学
や
、
比

較
宗
教
学
を
専
攻
さ
れ
を
と
も
あ
る
。
当
時
は
花

園
大
学
の
教
授
で
も
あ
ら
れ
た
が
、
尊
大
な
と
こ
ろ

は
微
塵
も
な
く
、
九
だ
淡
淡
と
し
て
お
ら
れ
九
。
バ

ー
ナ
ー
ド
・
リ
ー
チ
先
生
と
は
、
以
前
よ
り
親
交
が

厚
く
、
先
生
が
入
洛
さ
れ
る
折
に
は
、
一
度
必
ず
長

得
院
を
訪
ね
ら
れ
る
の
が
常
で
あ
っ
た
そ
う
だ
。
そ

れ
は
、
先
生
の
ダ
ー
ネ
ル
夫
人
が
、
か
つ
て
長
得
院

で
、
坐
禅
の
修
業
を
さ
れ
た
こ
と
に
も
よ
る
。

長
得
院
の
院
門
を
入
る
と
、
今
を
盛
り
の
紅
葉
や

手
入
れ
の
行
届
い
た
五
葉
の
松
や
、
夏
に
は
桃
色
の

美
し
い
花
を
咲
か
す
さ
る
す
べ
り
の
樹
が
苔
む
す
庭

に
繁
茂
し
て
い
る
。
大
き
な
庫
裏
が
見
え
、
本
堂
を

左
折
す
る
と
、
や
が
て
幽
玄
静
寂
な
墓
地
に
入
る
。

ミ
ス
・
デ
ン
ト
ン
ー
同
志
社
女
子
教
育
の
九
め
六

十
年
に
わ
た
る
奉
仕
を
完
了
し
た
宣
教
師
1
や
元

同
志
社
女
子
大
学
長
加
藤
謙
爾
先
生
の
墓
が
見
え

る
。
老
師
は
そ
の
次
の
空
地
を
指
さ
し
て
、
「
こ
こ

は
ど
ぅ
で
し
ょ
う
」
と
問
わ
れ
九
。
「
で
も
余
り
偉

い
先
生
の
側
で
は
・
:
:
・
し
と
跨
踏
の
色
を
見
せ
る

と
、
老
師
は
首
を
横
に
ふ
り
、
「
人
間
に
上
下
の
区

別
は
あ
り
ま
す
ま
い
。
民
芸
の
心
と
一
緒
で
す
。
」

と
の
答
え
で
あ
っ
九
。
私
は
老
師
の
親
切
を
謝
し
、

そ
の
場
所
に
墓
を
建
立
す
る
こ
と
に
決
め
た
。

そ
の
後
私
は
墓
の
形
に
つ
い
て
思
考
を
練
っ
九
。

か
つ
て
河
井
寛
次
郎
先
生
は
、
「
墓
は
五
輪
が
よ
い
」

と
言
っ
て
お
ら
れ
九
。
外
村
吉
之
介
さ
ん
は
、
「
朝

鮮
の
土
を
饅
頭
形
に
も
り
上
げ
た
あ
ん
な
自
然
の
墓
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.

に
入
り
九
い
ね
し
と
あ
る
民
芸
講
座
で
語
ら
れ
た
。

墳
墓
は
霊
の
住
所
で
あ
っ
て
み
れ
ぱ
、
こ
れ
を
疎
か

に
造
形
す
る
こ
と
は
で
き
ぬ
。

私
は
そ
の
年
の
晩
秋
、
ま
ず
東
京
の
小
平
霊
園
に

永
眠
さ
れ
る
恩
師
柳
宗
悦
先
生
の
需
に
額
づ
い

九
。
続
い
て
、
尊
敬
し
て
い
る
元
慶
応
義
塾
長
小
泉

仁
三
先
生
の
墓
を
多
豐
地
に
訪
ね
九
。
柳
先
生
の

お
墓
に
つ
い
て
、
日
本
民
芸
館
の
田
中
豊
太
郎
氏
に

意
見
を
聞
く
と
、
「
あ
り
ゃ
宗
理
君
の
デ
ザ
イ
ン
で

す
よ
し
と
い
っ
九
き
り
、
、
こ
自
分
の
意
見
は
言
わ
れ

な
か
っ
九
。
小
泉
先
生
の
お
墓
に
つ
い
て
は
、
小
泉

信
三
全
集
第
十
七
巻
(
わ
が
蒔
く
種
の
人
物
論
一
五

四
頁
)
に
次
の
よ
う
な
文
が
あ
る
。

「
自
分
の
父
の
墓
を
褒
め
る
の
は
可
笑
し
い
が
、

゛
ゞ
一

私
は
何
時
も
こ
の
墓
の
形
の
美
し
い
の
に
感
心
す

る
。
思
い
切
っ
て
広
く
、
厚
い
三
重
の
花
樹
岩
の
上

に
、
短
い
四
稜
の
石
碑
が
立
っ
て
お
り
、
そ
の
安
定

感
と
堅
固
感
は
、
ち
ょ
つ
と
類
が
な
い
よ
う
に
思
う
。

こ
れ
は
辰
野
博
士
自
身
の
意
匠
に
成
る
も
の
か
。
或

い
は
人
に
命
じ
て
設
計
さ
れ
た
も
の
か
。
い
ず
れ
に

し
て
も
墓
参
の
た
び
に
嘗
て
母
が
し
た
よ
う
に
、
私

も
よ
く
妻
や
子
供
に
向
っ
て
辰
野
金
吾
の
名
を
口
に

す
る
の
で
あ
る
。
そ
う
し
て
『
辰
野
隆
さ
ん
の
お
父

さ
ん
だ
』
と
い
う
こ
と
も
附
け
加
え
て
い
っ
た
。
」

(
注
辰
野
金
吾
日
本
近
代
建
築
の
先
覚
者
。
東

大
で
コ
ン
ド
ル
に
建
築
を
学
ん
だ
後
、
英
国
に
留
学

後
東
大
教
授
と
し
て
、
ま
九
群
者
と
し
て
明
治
・

大
正
建
築
に
貢
献
。
門
弟
に
伊
東
忠
太
、
関
野
貞

大
熊
喜
邦
ら
が
い
る
。
建
築
設
計
で
は
日
本
銀
行
本

店
、
東
京
駅
等
が
著
名
。
子
の
辰
野
隆
は
仏
文
学
者
J

私
は
か
く
し
て
、
幸
い
に
も
柳
先
生
や
小
泉
先
生

ら
先
哲
の
清
浄
静
寂
な
る
霊
墓
に
あ
や
か
っ
て
、
そ

れ
か
ら
間
も
な
く
、
西
邨
の
石
碑
を
長
得
院
内
に
建

立
す
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
あ
る
。

私
は
墓
参
を
す
る
た
び
に
、
今
は
亡
き
り
ー
チ
先

生
や
緒
方
老
師
と
の
不
鴛
な
避
遁
の
秋
を
想
う
。

人
は
変
り
世
は
移
る
中
に
も
、
永
遠
に
変
る
こ
と
な

き
脊
の
尊
さ
を
思
う
。
ま
九
人
為
を
は
る
か
に
超

墾

゛

え
九
神
の
摂
理
、
こ
れ
を
仏
教
的
に
言
え
ば
、
不
思

議
な
因
縁
に
、
頭
を
垂
れ
ざ
る
を
得
な
い
。
今
や
再

度
訪
ね
し
こ
と
の
あ
る
な
つ
か
し
い
イ
ギ
リ
ス
に
、

永
遠
に
眠
ら
れ
る
り
ー
チ
先
生
の
ど
安
魂
を
祈
り
つ

つ
、
こ
の
筆
を
お
く
。

元
香
里
中
・
高
教
頭

京
都
民
芸
協
会
専
務
理
事

宗
教
音
楽
球

イ
ー
,
.
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